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仲田：ライフヒストリーの語りを取り入れた生活設計の授業

１．はじめに

これまで筆者らは，高校生に必要だと考えられ
る生活設計の指導内容について検討を重ねてきた
（仲田・久保，2012，久保・仲田，2013）。その中
で，多くの高校生が，妻は結婚や出産で退職する
ことが普通で最も一般的だと捉えており，高校生
においても固定的な性別役割分業観が根強いこと
が明らかになっている。
例えば，筆者らが2012年に実施した高校生の意

識調査によれば，「女性は子どもが小さいうちは，
職業を持たずに家にいるのが望ましい」という考
え方について，「やや思う」と「かなりそう思う」
と答えた高校生は80％を超えている（仲田他，
2015）（図１）。
男女共同参画社会を実現するためには，固定的

な性別役割分業を見直し，家庭も社会も男女が共
に支え合う意識を育成することが必要である。

高等学校家庭科においても，その理解を深めら
れるような働きかけが重要であると考えられるが，
社会に巣立つ前の段階にある高校生にとって，「男
女共同参画」とは具体的にどのような状態や行動
を示すのかについて，自分自身の生活経験から導
き出すことは容易なことではない。
そこで，生活設計の授業において，男女共同参
画社会について生徒が具体的に理解を深められる
方法の一つとして，外部講師を招き，男女共同参
画の視点からライフヒストリーを語ってもらう授
業を試みた。

２．授業実践

（1）背　景
これまでの筆者らの研究の中でも，特に2012年
に高校生を対象に実施した調査からは，母親が仕
事を継続するライフコースをとっている場合，女
子生徒の「女性の職業参加への肯定的意識」が高
く，母親の生き方は，女子にとってロールモデル
となっていることがうかがえた。また「家族全員
が協力して家事を行っている」場合には，男女と
もに「男性の家事・育児に肯定的な意識」を示す
こともわかった。このように，生徒の家庭環境は
男女共同参画意識に大きく影響を与えており，家
庭科の授業を通して生徒の視野を広げ，多様な生
き方に気付かせる必要があると考えられる。
これらの調査結果から，筆者らは，高等学校の
家庭科教育において，高校生の男女共同参画意識
を育むための学習内容として，図２のような３つ
の内容を提案している。すなわちＡ：ライフデザ
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授業実践のひろば

ライフヒストリーの語りを取り入れた生活設計の授業
―男女共同参画意識を高めるための試み―
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図１　千葉県の高校生を対象とした「男女共同参画
　　社会に関する高校生の意識調査」（2012年より）
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インとして，女性の多様な生き方を考えること，
Ｂ：社会環境の理解として，働きながら子育てで
きる社会環境に目を向けること，C：家族の協力
のあり方を考えることの３点である。特にＡにつ
いては，母親の生き方が女子生徒のロールモデル
となっていることが伺えるため，多様な生き方を
知ることが重要であると考えられる。そこで，Ａ
に関わる内容として，今回の授業を実施すること
にした。
（2）生徒の様子
本実践報告は，筆者の前任校でのものである。

前任校は流山市南部に位置する全日制普通科の男
女共学校で，明るくまじめに学習に取り組む生徒
が多く，部活動が盛んである。
家庭科の必修科目は生活デザインで，実施は

2015年２月，対象は１年生７クラスである。
（3）授業計画
生活設計の授業の流れは表１のとおりである。

最初に「人生すごろく」を作成し，生徒の作成し

たすごろくの内容を振り返りながら，人生におけ
るリスクと生活資源の活用，わが国の社会保障制
度について理解し，その後経済シミュレーション
を行って，家計管理の特徴などについて学習を進
めた。その後本授業である「男女共同参画社会と
ライフコース」を実施した。
講師は地元市役所の男女共同参画室に依頼し，
地域で男女共同参画社会づくりの活動をしている
NPOのメンバー２名を紹介していただいた。本
時のねらいは，生活設計のまとめとして，多くの
生徒が持っている固定的な性別役割分業意識に気
付かせ，それらにとらわれずに自分の人生を大事
に生きることを考えさせることとした。講師とは
事前に打ち合わせを行い，生活設計の学習である
ことを確認した上で，前時までの授業の流れを伝
え，固定的な性別役割分業意識にとらわれずに自
分の人生を大事に生きることを伝えてほしいこと，
そしてわかりやすく具体的な事例を入れて欲しい
ことをお願いした。その上で，今回は就労と家事
労働，さらに自分らしく生きることにポイントを
絞ることにし，具体的な授業の進め方は講師に任
せた。
（4）授業の流れ
本授業の流れは表２，３の通りである。２時間

続きで，まず１時間目はＡさんに自己紹介してい
ただいた後，男女共同参画に関する意識調査を行
い，その結果をもとにグループ協議を行った（写
真１）。調査票は，大学女性協会が作成したもの
をそのまま用いた（写真２）。グループ協議によ
り生徒の男女共同参画社会に対する意識が高まっ

表１　生活設計の授業の流れ
指　導　内　容 実施時数

導入，リスクとすごろく作成の説明 １

すごろく作成 ３

すごろく鑑賞とリスクの共有 １

生活資源と生活保障制度 １

家庭経済と家計 １

ライフコース別家計シミュレーション ２

男女共同参画社会とライフコース（本授業） ２

合　　計 11

表２　本時の流れ（1時間目）
担当 時間（分） 学　習　活　動
教　諭 ５ 本時の内容の説明を聞く。

Ａさん

10
挨拶，講師の自己紹介を聞く。
導入：「男女共同参画」の意味を知る。

５

男女平等意識に関するアンケートに答え
る。
くじ引きで班編成をし，グループごとに
着席する。

15
アンケート項目に従い，班ごとに与えら
れたテーマについて，グループ協議を行う。

15
話し合った内容を発表する。（１班２分程
度）

家庭科の学びを通しての男女共同参画意識の育成

生活設計の学習 家庭科全体を通じて、周りの人びとと
協力して生活を営む力を身につける。

＜多様な人生のモデルを示す＞
・就職、結婚などについて、
　自分の可能性を広げる。
・実在の人物の生き方を調べる。
・ゲストティーチャーを招き、
　ライフコースについて話を
　聞く。

＜家事・育児と職業の両立を
阻む要因の検討＞
・ワーク・ライフ・バランスの
　実現を目指す。
・ディーセント・ワークの
　意味を考える。
・長時間労働の実態を知る。

・共に暮らす人びとが協
　力して生活を営んでい
　る事例などを調べる。
・家庭生活を協力して営
　めるために必要な能力
　を考える。
・男性も家族員としての
　キャリアの充実を図る
　策を考える。

ライフデザイン：女性の
多様な生き方を考える。

社会環境の理解：働きながら子育
てできる社会環境に目を向ける。

家族の協力：家族の
協力のあり方を考える。

図２　男女共同参画意識を育む生活設計の授業の
概念図
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現在70代のＡさんのライフヒストリーの概略は次
の通りである。
幼少期に父親が病気で亡くなり，母親が専業主
婦だったこともあり経済的に困窮した。父の病死
により人生が大きく変わってしまった経験から，
自分は結婚しても働き続けようと思っていたが，
そのための選択肢としては，当時は公務員しかな
かった。平等だと思った公務員の社会も，仕事の
内容，昇進などで大きな差別があったが，一つ一
つ乗り越えた。
Ａさんは，自分らしく生きるために，それを阻
害する社会と闘い，障害を乗り越えて，思いを実
現した方だと言える。グループ協議中も，その後
の解説の中でも，Ａさんのライフヒストリーが継
続的に語られ，生徒は具体的なイメージを持つこ
とができたようだった。
続いてＢさんが登場し，自己紹介に続けてこれ
までのライフヒストリーが語られた。Ｂさんは，
40代である。高校時代は美術部で活躍し，卒業後
は美術系短大へ進学した。卒業後，大手メーカー
に就職し，ほどなく結婚退職した。その後ＤＶが
原因で離婚し，子どもはいない。数年後にＢさん
は再婚し，夫は絵の仕事を応援してくれ，現在地
元を中心にイラストレーターとして活躍中である。
Ｂさんには常に「絵が大好き」という思いがあり，
困難に直面しても自分の人生をあきらめず，前向
きに人生を切り開いてきた。Ｂさんは，誰もが自
分らしく生きられる社会こそが「男女共同参画社
会」だと思うと語り，話を締めくくった。
二人の語りには，人生におけるリスクとその対
策としての生活資源，職場におけるさまざまな慣
習，固定的な性別役割分業にしばられることの不
都合さ，さらに自分らしく生きることの大切さな
ど，男女共同参画の意味を，生徒が実感を持って
捉えられる具体的なエピソードが盛り込まれてい
たと考えられる。

３．生徒の感想とまとめ

授業実践後，生徒の振り返りの記述，感想など
から，授業の効果を検討した。

たところで，２時間目には，男女共同参画社会の
意義とわが国の現状について，Ａさんにライフヒ
ストリーを織り交ぜながら講義をしてもらった。

表３　本時の流れ（2時間目）
担当 時間（分） 学　習　活　動

Ａさん 20

Ａさんのライフヒストリーと合わせて，
解説を聞く。
①　Ｍ字カーブの意味と国際比較
②　父母の帰宅時刻
③　子育て期にある男性の家事・育児
時間

④　共働き世帯数の推移　など
Ａさんからのメッセージを聞く。

Ｂさん 20
挨拶，ライフストーリーを聞く。
Ｂさんからのメッセージを聞く。

Ａさん
Ｂさん
教　諭

10 終了の挨拶

写真１　グループ協議の内容を発表する生徒

写真２　質問紙
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まず，Ａさんに対する男子生徒の感想では，「体
験談から，働くことがどういうことなのかわかっ
た」や，「これまで考えたことがなかったが，女
の人がどんなことを考えているのか，真剣に考え
ることができた」など，働くということや女性の
気持ちに関わることが多く見られた。
女子生徒の感想では，「日本のＭ字カーブが，

世界ではそうではないことに驚いた」や，「（会社
で）女性でもちゃんと働けることがわかった」な
ど，やはり働くことに関するものが多く，また「学
校では男女差はないが，社会ではまだあると思っ
た」など，男女差別に関することも見られた。男
女ともに「これまでこういうことを考えたことが
なかった」という記述が目立った。
Ｂさんに対する生徒の感想では，男子は，「自

分らしく，自分の人生を大切にしていきたい」，「人
生何があるかわからないが，自分も前向きに生き
ていこうと思った」など自分らしく生きることに
ついてのコメントが目立った。「これが家庭科な
のか」と，ライフコースの学習の意味を実感でき
た生徒もいた。
女子は，「『自分らしく』とは簡単そうで意外と

むずかしいことだと思う」，「自分のやりたいこと
を楽しんでいる姿を見て，私もそうしたいと思っ
た」など，大変なことがあっても自分らしく前向
きに生きる様子に感動したというものが多く見ら
れた。
以上をまとめると，講師の話を聞いて，これま

でこのようなことを考えたことがなかったが，社
会の状況に目を向けることができ，働くことにつ
いて考えられたこと，そしていろいろな人生があ
るが，自分らしく生きられる社会を作ることの大
切さに気付いたこと，体験談を聞いて身近に感じ
られたことなどが挙げられる。
このように，男女共同参画社会への理解を深め

ることをねらいとして，外部講師のライフヒスト
リーの語りを取り入れた授業を試み，講師に実体
験を具体的に語ってもらった結果，「男女共同参
画」という抽象度の高い概念を，生活の具体的事
象のレベルに下ろして理解させることができた。

男女共同参画に関する法律や，現実の性別役割分
業の実態などのデータを示すことも重要であるが，
ライフヒストリーの語りから，生徒が男女共同参
画の意味を実感できることが明らかになり，また
具体的に理解をしたことにより，社会へ目を向け
て考えることの重要性も理解することができ，今
回の取り組みの効果が示された。授業の効果につ
いてまとめたものが図３である。

生活設計を構成する領域は，藤田（2001）によ
れば，大きく分けて①将来どういう生活を送りた
いかを考えるライフデザインの領域，②金銭やネ
ットワークなどの生活資源を確認し，必要な行動
を考える生活資源とその管理の領域，③リスクを
確認し対策を行う生活リスクとその管理の領域の
３つに分けることができ，それぞれの領域は密接
に関係しあっていると考えられる。
筆者らは，この考え方に基づいて生活設計の指
導について研究を続けているが，今回の実践にお
ける２つのライフヒストリーをあてはめてみると，
①のライフデザインの領域としては，Ａさんが公
務員を志したことや，Ｂさんが絵が大好きであっ
たことなどがある。②の生活資源の領域では，Ａ
さんが働き続けられる職業を得たこと，Ｂさんは
応援してくれた家族の存在，特技などがあり，③
のリスクとその管理の領域では，Ａさんは父親の
死去，それに伴う経済的困窮，Ｂさんは家族のＤ
Ｖ，離婚などがある。今回の実践は，生徒が積極
的な感想を述べていることから，これら３つの領
域を関連させて指導することの有効性も示してい
ると考えられる。

抽象的な概念「男女共同参画社会」

具体的事象

ねらい
男女共同参画社会への理解
を深める（特に、男女が性別
による差別的な扱いを受け
ない社会、男女が個人として
能力を発揮する社会）。

講師の語り
実体験を語っていた
だく。就労のこと、結
婚のこと、自分らしく
生きることなど。

生徒の反応
社会における性別による差別
的扱いについて、これまで考
えたこともなかったがよくわ
かった。自分らしく生きられる
という話に感動した。

・「男女共同参画」の意味を、体験談
から具体的に実感できた。
・知識として覚えるだけではなく、
心で感じることができた。

図３　授業効果の検証
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４．今後の課題

今回は講師が女性二人だったので，男性側から
の男女共同参画の語りをぜひ取り上げたいと考え
ている。また授業のまとめとして感想を書かせた
が，今後はこれら生徒の声を活かし次の授業でク
ラスにフィードバックして，そこからさらに思考
を深めさせたい。
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